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黄道光課月報
　今春喪表せられた脳弓のバウスフィルド氏等との國際同時槻測計劃は，共

後豪長自らの御折衝に依って，此程主眼目たる槻測時刻が整ひ（花II」急報第

162號）去る6月末バ氏に邊られ萱成を求められた．彼の地にても頻に準備が

進められてみる様子であるから（花山急報第！63號）熱源は多分，九月の期聞

より決行せられる蓮びになるであらうと思ふ・課員一同緊張してみる：次第で

ある．希くば甲山諸兄大v・に聲援せられんことを11

　　　　　　　　　　×　×　×
●此際特に休止中の古参観測者諸子の再起を希望す．

●一般倉員にて’C課報”・を希望される方は，返途料封入廣瀬幹事（岐阜湖盆

　濃町）宛申込まれたし．“戦報”は毎月中旬頭数及び随時急報．

●5月分の概略報告は次同へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（幹　　事）

　　　　　　　　　　　彗　　　星　　　課

　ジャクソン星の嚢見

　去る六月21日　コペンハ1ゲン中央局より下の如き遜譲電報が到着した・

　　　Object　Jacks・n　I9134　J・n・　17252　25105
　　　1094S　　　　　　35932　　　　　36004　　　　44375　　　　　　　St；る111gren

之れを鐸すと

　　　6月19日17時25・2分　　　Jacks・n登見　　　光度」3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　
　　　diffuse　　尾ナシ　　位　　置　　赤輕16442，赤緯一19。48t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　日々運動　　　赤纏　　一1・9，赤緯　　　一4！
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攣光星課報告（29）

　倉敷小山秋雄
6月申の観測報告数
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●梅雨のため李常の月の6割程度にしか達しなかった．⑧新に報告を寄越さ

れた方は，大分縣杵築町の渡邊恒夫氏である．器械は8糎反射鏡．⑤詳細は

毎月十日前後に獲行される課報を見られたい．⑳観測用謄爲版画圃一枚一銭

にて配布．

　　　　　　　　　　　偽る9月極大に蓬するEラ型星

星 名 雫均極大光度 極大出定日
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　はくてう座W星の昨年9月の極大．（岡参照）
　此の牟不規則星は此の頃天頂近V・白鳥星座ロ1星の傍にあって，双眼鏡に

て槻測できる面白い星である．

　　　○　高郷（2c…11×）　　×　木下（双眼3×）　□　鈴木（3　cm屈）

　　　●　金田（双眼　2×）　△　今津（双眼2×）
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　　　　　　　　　　　　遊星面課報告明（1935年）

　概況　梅雨期に入って，流石に天候は香ばしくなかったが，上孚月は相當

好三流を持ちこたへて居たので観測，スケッチも可なり集まった・

　　6月置報告敬

金星

睡（・1）i前・・1・・荒、論、璽、類灘・・）睡・・野）計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　1　t　　3

燭 16 3 1 20 1 38

木到　・ 14 8 23

土星 1 1 9
．

1 31 3 工 32 1 66

　金星　シ】イングの關係上，下旬から豫定して居た爲眞は撮影出來なかっ

た．七月には行ひたい．

　火星　もう小さくなったので，前田，渡邊爾氏のスケッチにも目新いρも

のが殆んどない．渡邊氏よりアシダリムウが三つに別れて居る旨及，元のス

ケッチの逡付があったが，前田，木邊爾者のスケッチには以前と攣って居な

V・．又北極冠の縮少も目立って居なV・．

　木星　目下最も見易い位置にある．赤斑は二色で相縫らす目立て居らす，

其すぐ南の細い二二が一部切れて居る．之れが赤斑と同経度になれば，或は

赤斑に何等かの影響を與へて，愛化がある？　と期待される．現在では120。

（経度）差があるため，何時になるか豫測はハツキリ出來なV・が，注意は怠れ

ない。現在約3時間饒り後れて赤斑が中央子午線を通過するが，元の切れ目

から新しく暗部が出來て居る頭と赤斑との中央子午線通過の時間を計り十数

日後再び，同じ様に艶聞を計れば，赤斑の方が赤道に近いため自榑が早く，

次回に聞隔は縮まって來る筈である．勿論，模様固有の運動を加味されるの

で，軍に緯度による自縛時聞の差のみではなく，決して簡軍には行かないだ

らうが，一面その黙に特に興味も懸って來る．

　土星　輪が細く淋しい，その代り本職は見易くなった．

槻測すべき星．金星（薄明中）木星，土星・（幹事）
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1955年八月中旬の小遊星圖
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（花山で見える）掩　蔽　豫　報　（昭和＋年九月）

星矧光級屠入翻障鮒槻嚇畦峰角 月　　齢

εAr1

W7B．　Gem

4．6

T．8

日　時　分17　3　4．0

Q1　2　42，01

ユ02。

?S3

日　時　分ユ7　4　20．3

Q1　3　52．0

180。

T

　日
?W．5

Q2．8

　望遠鏡所持者の掩蔽二二を三二する11槻測せられた方は直ちに當方まで

精細報告せられる事を希望します。（高城）
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太陽課黒黒占相野十階（1935年六月）
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　●清水氏の篤眞観測は1，2；8，9，10，11，12113，14，19，20，22，25，26の14ケ日・

　●本刀も亦新課員服部氏を迎へた事を大いに喜んでみる・

　●水澤緯度槻測所の千葉氏が病臥され240より當分山崎氏が代って襯測される由

千葉氏の御三氣の回復速ならん事を所る・


